
令和５年２月１３日（月）

塩尻市教育委員会 教育長 赤羽 高志

塩筑南部教育事務支援室 室長 吉江 栄美

第11回「令和の日本型学校教育」を推進する地方教育行政の充実に向けた調査研究協力者会議資料

塩筑南部教育事務支援室について
～より連携を加速させるとともに、事務職員の業務体制の強化を図る～

資料４
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１．塩尻市のご紹介

子育てしやすいまち「塩尻」

長野県のほぼ中央に位置し、北アルプスの山並みを背景に田

園風景が広がる塩尻市。都市部からのアクセスも便利で、南信

の諏訪から車で約１５分（中央自動車道）、松本市市街地から車

で約２０分（国道）など、ショッピングやレジャー、温泉などに気

軽に出かけることができます。また、妊娠前から子どもが18

歳になるまで、切れ目のない子育て支援が行われています。

塩尻市山形村

朝日村

・

・
・

・

長野市

松本市

諏訪市

上田市

人口 人

塩尻市 ６６，040（令和５年2月1日現在）

山形村 8,526（令和５年1月31日現在）

朝日村 4,359（令和５年2月1日現在）

小学校８校、
中学校４校、
義務教育学校１校
組合立中学校１校 児童生徒数4,884名

小学校１校 児童数453名

小学校１校 児童数206名

事
務
の
学
校
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１．塩尻市のご紹介

15 校のワイン

AIオンデマンド交通・自働運転バス 3



塩筑南部教育事務支援室① 支援室設置までの経過１

前身：塩尻市事務職員部会
（塩尻市教育会の事務部会と塩尻市・東筑摩地区
の小中学校事務研究会のブロック会活動を兼ねた
研究組織）

平成２９年度より塩尻市事務部会の研究グループと塩尻市教育委員会事
務局担当者による、共同研究を開始。
教職員の業務負担軽減と、学校現場の課題解決を図る。
→業務移管や効率化、申請書類の簡素化による負担軽減が図られた。

塩尻・中央ブロック

東筑ブロック
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塩筑南部教育事務支援室② 支援室設置までの経過２

令和元年５月 塩尻市教育事務協議会 設置
協議会の目的：教育事務に関する研究並びに教育事務の共同処理に関する研究及び試行。

教育委員会との連携による根本的な業務のスリム化

実践・協議

研究部会

効率化
事務職員のOJT
給与手当認定事務

構成員：塩尻市小学校（９校）・塩尻市中学校（5校）・
市費事務職員

塩尻市教育事務協議会

働き方改革関連

総務（課題対応）

財務関連・
市事務関連
財 務

教育事務関連

学年会計

塩尻市教育委員会

学
校
支
援
係

教
育
企
画
係

教
育
施
設
係

塩尻市

委嘱研究

研究参加

協議 施策

実践
報告・相談・検討

実践

塩尻市内 各小・中学校

塩尻市校長会

協議会の研究体制

研究体制：４つの研究部会（総務・財務・学年会計・給与）に分かれて委託研究を進める。
各部会の研究内容の検討・提案事項を教育委員会、校長会と共有することで、市内各小中学校全体の業務改善を図る。

両小野中学校（組合立）・山形村小学校・朝日村小学校

参加
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教育事務協議会
（教育委員会組織）

市教委事務局

教育事務協議会

・各教育委員会（教育長）
・校長会（校長会長・拠点校校長・塩筑校長会中央支会会長）
・支援室（室長・副室長）

・塩尻市学校事務職員
・山形村学校事務職員
・朝日村学校事務職員
※全職員が全校兼務

塩筑南部教育事務支援室
（学校間連携による1市２村１組合教育委員会組織）

研
究
組
織
か
ら
制
度
へ

（事務職員の視点から）
教員事務の改善を目指す 校長・教育委員会の視点も反映

事務部会
（市教育会所属）

市教育会

市事務部会

活動報告

市教委担当者

相談・協力

自
主
的
な
研
究
団
体
か
ら

研
究
組
織
へ

事務職員の事務改善
が中心

方針決定
活動報告

令和２年１２月 塩尻市、山形村、朝日村で学校間連携の協定書を締結

塩筑南部教育事務支援室 発足

学校事務職員は総務・財務に通じた専門職として「学校事務をつかさどる」ため、教育に関わる事務全
般の改善を図り、校長の学校経営の補佐役を務められることを目指す。また積極的な学校経営参画に向け
て、教育事務支援室内における学校事務の体制を見直し、事務処理の効率化、業務内容の連携を目指す。

【変遷】

研究委嘱

市校長会
相談

令和元年5月～ 令和２年12月～

R2.12学校間連携締結式

塩筑南部教育事務支援室③ 支援室設置までの経過３

教育事務支援室 協議会

・各教育委員会（事務局担当者）
・校長会（拠点校校長）

教育事務支援室 運営委員会

研究内容の設定・支援

教育事務支援室
・教育事務支援室（全事務職員）

＋

市校長会
相談
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塩筑南部教育事務支援室④ 組織概要１

令和２年12月 「塩筑南部教育事務支援室」発足
塩筑南部教育事務支援室設置要領
（趣旨）
第１条 この要領は、塩尻市小・中学校管理規則第２０条の４、山形村立小学校管理規則第２
０条の３、朝日村立小学校管理規則第１７条の４及び塩尻市辰野町中学校組合立中学校管理規
則第３条の規定に基づき、塩筑南部教育事務支援室(以下「支援室」という。)における組織、運
営及び業務等に関して、必要な事項を定めるものとする。
（組織）
第２条 支援室の組織の名称及び構成校については、次のとおりとする。

２ 支援室は構成校の事務職員をもって構成する（以下「室員」という。）。
３ 支援室には、室長及び副室長を置く。
４ 室長及び副室長は、塩尻市立小・中学校管理規則第１３条、山形村立小学校管理規則第１
３条、朝日村立小学校管理規則第１２条及び塩尻市辰野町中学校組合立中学校管理規則第３条
に規定する事務長である事務職員のうちから、教育委員会（塩尻市教育委員会、山形村教育委
員会、朝日村教育委員会及び塩尻市辰野町中学校組合教育委員会をいう。以下同じ。）が指名
する。ただし、事務長を室長及び副室長に指名することが困難であるとき、その他特別な事情
があるときは、事務長以外の事務職員を指名するものとする。
５ 支援室は塩尻西小学校（以下「拠点校」という。）におき、拠点校の校長は、支援室を総
括する。
（室長の職務）
第３条 室長は、次に掲げる業務を行う。
(1) 支援室の運営
(2) 支援室経営計画書の策定、支援室経営報告書の作成
(3) 室員の支援及び育成
(4) 支援室を構成する学校の校長（以下「構成校の校長」という。）との連携
(5) その他第５条第１項各号に掲げる業務を円滑に実施するために必要と認められる職務

名称 構成校
塩筑南部教育事務支援室 塩尻東小学校、塩尻西小学校、広丘小学校、片丘小学校、宗賀小学

校、洗馬小学校、吉田小学校、桔梗小学校、木曽楢川小学校、塩尻
中学校、丘中学校、塩尻西部中学校、広陵中学校、楢川中学校(以
上塩尻市立)、山形小学校（以上山形村立）、朝日小学校（以上朝
日村立）、両小野中学校（以上塩尻市辰野町中学校組合立中学校)

地教行法（地方教育行政の組織及び運営に関する法律） 第４７条の５ 第１項
教育委員会は、教育委員会規則で定めるところにより、その所管に属する学校の内その指定する

二以上の学校に係る事務（略）を当該学校の事務職員が共同処理するための組織として、当該指定
する二以上の学校のうちいずれか一の学校に、共同学校事務室を置くことができる。

地教行法第47条の５第１項に該当しないため、法制化された「共同学校
事務室」ではない。しかし、組織の形態、業務内容については共同学校
事務室と同様の共同実施組織。（組織に対する取り扱いに差はない。）

塩尻市・山形村・朝日村・中学校組合（両小野中）
の各教育委員会で、共通の管理規則、設置要領を定め
て運営する組織。

朝日村山形村

塩尻市
小学校（９校）
塩尻東小 広丘小 片丘小 宗
賀小 洗馬小 吉田小
桔梗小 木曽楢川小

塩筑南部教育事務支援室

朝日小学校山形小学校

両小野中学校（組合立）

中学校（5校）
塩尻中 丘中 塩尻西部中
広陵中 楢川中

拠点校 塩尻西小

小学校11校 中学校6校 事務職員23名
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塩筑南部教育事務支援室⑤ 組織概要２

塩筑南部教育事務支援室設置要領

（運営）
第４条 室長は、支援室において処理する業務等について、拠点校の校長と十分協議したうえ
で、年度当初に支援室経営計画を作成し、教育委員会へ報告しなければならない。
２ 室長は、支援室経営計画を変更する必要がある場合は、拠点校の校長の了承を受けた後、
教育委員会へ報告するものとする。
３ 室長は、支援室において実施した業務等について、年度末に支援室経営報告書を作成
し、教育委員会へ報告しなければならない。
（業務）
第５条 支援室の所掌事務は以下のとおりとする。
(1) 「公立小中学校事務職員の標準的職務表（令和２年１０月２日付け２教義第
４２５号教育長通知）」（※資料1）に示されている職務
(2) 第８条に規定する委員会が必要と認める教育事務に関する業務
(3) その他、支援室で行うことが適当と認められる業務
（本務及び兼務）
第６条 室員は、それぞれの所属する学校を本務校とする。
２ 教育委員会は、構成校の事務を支援室で処理するために、室長及び室員が全構成校を兼務
するよう、長野県教育委員会へ内申する。
（服務）
第７条 支援室の事務職員の服務監督は、本務校で業務をつかさどる場合は、本務校の校長が、
拠点校及び兼務する構成校（以下「兼務校」という。）で業務をつかさどる場合は当該学校の
校長がそれぞれおこなう。
２ 本務校の校長は、支援室経営計画等に基づき、所属する事務職員に拠点校及び兼務校への
出張を命ずるものとする。

支援室の運営・活動内容の検討

塩尻市教育委員会
教育長・事務局担当

山形村教育委員会
教育長・事務局担当

朝日村教育委員会
教育長・事務局担当

塩尻市校長会
会長

塩筑校長会
中央支会代表校長

支援室事務局
室長・副室長

年度当初、各教育委員会、校長会長に前年度の活動報告及び当年の活動につ
いて提案し、助言や要望を受ける。
前年度の活動反省、室員の意見、各教育委員会や校長会長からの助言、要望
を踏まえ、拠点校（塩尻西小）校長、塩尻市教育委員会事務局担当、室長、
副室長で活動内容の検討を行い、運営計画・活動計画を作成。協議会で提案
し、その年の運営計画・活動内容が決定する。

報告・提案

助言・要望

活動内容の検討
拠点校（塩尻西小）校長

塩尻市教育委員会事務局担当
室長・副室長

支援室の運営・活動計画を作成し、
協議会で提案・決定する。
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塩筑南部教育事務支援室⑥ 組織概要３

塩筑南部教育事務支援室設置要領

（教育事務支援室運営委員会）
第８条 教育委員会は、支援室の業務について、情報を共有し、支援室の活動の充実・課題解
決を図り、学校教育の充実のため、教育事務支援室運営委員会(以下「委員会」という。)を設置
する。
２ 委員会は、教育委員会の担当者、拠点校の校長、室長、副室長、室員及び必要に応じて構
成校の校長で構成する。
３ 委員会は、必要に応じ委員長が招集する。
（教育事務支援室協議会）
第９条 教育委員会は、支援室の適正な運営を推進するために、教育事務支援室協議会（以下
「協議会」という。）を設置する。
２ 協議会は、教育委員会の代表者・担当者、教育委員会が必要とする職員、拠点校の校長、
校長会代表者、室長、副室長及びその他必要に応じて定める者で構成する。
３ 協議会は、必要に応じて会長が招集する。
（事務処理）
第１０条 支援室における事務処理は、この規定に定めるものを除くほか、関係法令、条例、
規則等の定めるところによる。
２ 支援室に係る業務で、公文書及び個人情報を本務校以外に持ち出す場合は、個人情報の取
扱いに留意し、支援室に係る文書持出簿(別紙様式)により、本務校の校長の承認を得ることとし、
また、持ち出した公文書を本務校に返却する場合は、当該校長の確認を得ることとする。
（補則）

第１１条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は、教育委員会が別に定める。

附 則
この要領は、令和２年１２月１日から施行する。

協議会
塩尻市教育委員会

教育長
（塩尻市辰野町中
学校組合教育委員

会教育長）

朝日村教育委員会
教育長

山形村教育委員会
教育長

塩尻市校長会
会長

塩筑校長会
中央支会代表校長

支援室室長 支援室副室長

拠点校（塩尻西小）
校長

運営委員会

塩尻市教育委員会
事務局担当

（塩尻市辰野町中
学校組合教育委員
会事務局担当者）

山形村教育委員会
事務局担当

朝日村教育委員会
事務局担当

拠点校（塩尻西小）
校長

支援室室長・副室長・支援室員
（塩尻市小中学校・両小野中学校（組合立）

山形小学校・朝日小学校の事務職員）

＊協議会会長 塩尻市教育長 副会長 塩尻市校長会会長 事務局長 支援室長
＊運営委員会委員長 拠点校校長 副委員長 支援室長 事務局長 副室長
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業務の形態
通常は所属で勤務

各種研究・課題の検討・相互確認・研修

共同で実務作業、実践 業務の効率化 人材育成・ＯＪＴ

塩筑南部教育事務支援室
（場所：サテライト学校職員室）

＜塩尻西小＞

時には他校・市教委で…

所属で教育事務に充てる時間を生み
出す

経験の浅い事務職員の育成
ミドルリーダーの育成
マネジメント能力の向上

教育事務の改善に向けた研究・検討
各学校における教育課題の共有・改善への検討
実務の相互確認による正確性の向上
研修による知識・技能の向上所属での活動に還元

若手職員の教育事務へのサポート（校内調整な
ど）市教委との事務業務等の協働

教員との協働により、所属校の課題に取り組み、
学校経営に参画

塩筑南部教育事務支援室⑦ 組織概要４
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塩筑南部教育事務支援室⑧ 令和4年度活動内容１
１ 運営目標
学校現場で働く唯一の総務・財務等に通じる専門職として、また学校マネジメントを行う学校経営担当職員として、教育目標達成のために「チーム学校」

の一員として他の教職員及び塩尻市、朝日村、山形村教育委員会と協働して事務をつかさどるための連携、支援を行う。

区
分 学校経営（地域経営） 学校経営・財務 学校経営・総務・財務 給与・その他

項
目 学校経営（地域経営）に関すること 教育事務改善に関すること 運営委員会活動に関すること 実務に関すること

目
的

市村教育委員会・校長会・塩筑事務研究会との連
携により、校務運営の円滑化を目指す

教育に関わる事務業務、校務運営の改善を
行い、教職員の業務負担軽減を図る

市村教育委員会・校長会との連携により、
校務運営の円滑化を目指す

相互確認による業務の正確性の向上
情報共有によるＯＪＴの充実

活
動
内
容

随時実施
①情報管理に関する市村教育委員会との連携
・財務業務の変更に係る連携
・学校徴収金の効率化の検討
・校務支援システム(C4th)活用の検討
・教育ＤＸ化に関する検討
②校内諸規定の整備、総務事務システムへの対応
・社会保険制度改正に伴う事務処理について
・年末調整等のシステム入力に関するサポート資
料等
③事務職員の校務運営参画へのサポート
・困難校への業務支援

各グループ年10～14回程度
(運営委員会同時開催含む)

①財務に関する研究
・教育予算の有効活用に向けた共同調達の
研究・検討

②学校徴収金に関する研究
ⅰ規程・要領の作成
Ⅱ様式・運営方法の検討
Ⅲ校内会計の効率的な運用に関する研究
③校務支援システム(C4th・H＆S)活用の
研究

・データの有効活用について
・運用方法について

年5回 (研究部会同時開催)
課題解決にむけた具体的な施策への移行、
教育委員会間の情報共有
①規定改正等による業務の効率化
②研究検討の実現に向けた教育関係機関と
の連携
第1回 運営計画・活動計画承認
第2～4回 教育業務改善に関する研究

経過報告と意見交換
第5回 教育業務改善に関する研究

結果報告及び今後の活動に関
する意見交換

小学校２ 中学校１（5～6校）
３つのグループごと活動 年７回
①実務内容の相互確認、業務サポート
・扶養,住居,通勤,部活動等手当にかかる
業務の情報共有（工夫していること）

・現況確認相互チェック
・年末調整相互チェック
②制度改正等の情報共有によるＯＪＴ
・学校経営に関する活動の②
③県による会計監査や事務調査時の対応
・対象校の書類チェック

令和4年度運営計画（活動内容）

①財務グループ
②学校徴収金ⅰ規程グループ
②学校徴収金ⅱ様式グループ
②学校徴収金ⅲ運用グループ
③校務支援システムグループ

運営委員会

塩尻市教育委員会
事務局担当

（塩尻市辰野町中
学校組合教育委員
会事務局担当者）

山形村教育委員会
事務局担当

朝日村教育委員会
事務局担当

拠点校（塩尻西小）校長

支援室室長・副室長・支援室員
（塩尻市小中学校・両小野中学校（組合立）

山形小学校・朝日小学校の事務職員）

報告・提案

助言・要望

運営委員会の協議を受けて検討を重ね
実践可能な内容にブラッシュアップ

支援室事務局
室長・副室長

塩尻市校長会 塩尻市教育委員会

報告・相談・検討

相談・検討

相談・検討

塩尻市内 各小・中学校

研究体制

実践実践実践

山形村教育
委員会

朝日村教
育委員会

山形小学校

朝日小学校
実践

検討
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教育事務改善に関する活動（研究部会）

塩筑南部教育事務支援室⑨ 令和4年度活動内容２

財務グループ 学校徴収金ⅰグループ 学校徴収金ⅱグループ 学校徴収金ⅲグループ 校務支援システム活用グループ

研
究
内
容

共同調達に関する研究
・業務改善が見込まれる共同調達
物品、手順の検討
・卒業証書（児童生徒名、生年月
日等印刷）の一括契約（塩尻市）
・卒業記念品（卒業証書ホル
ダー）の一括購入の研究

学校徴収金事務取扱規程・事務
処理要領の作成
・学校徴収金公費私費区分表の
見直し

・学校徴収金事務処理要領の作
成

・宿泊行事等業者選定の手引き
作成

統一された様式・運用方法の検
討
・学年会計システム運用マニュ
アルの作成

・会計事務システムの統一
・予算書様式の作成
・様式の統一・整備

学校徴収金・塩尻市交付金の実
態調査
・アンケート調査・分析
・学校予算要求の参考資料作成
・補助金業務について

働き方改革につながるデーター管
理
・C4thとH&Sの活用
・家庭からの各種調査、申請書の
電子化

・C4th・H&Sの活用研究
・情報管理に関する研究

研
究
の
概
要
と
成
果

卒業証書アンケートの実施
・揮毫費用の負担先、金額、校長
の意識調査
卒業証書印刷委託契約内容の検討
卒業生台帳データの作成に関する
研究(C4thの活用)

予算編成の様式変更
・学校徴収金公費私費区分表の
見直しによる公費部分の予算化
学校徴収金事務処理要領の作成
・統一した事務処理による学校
徴収金と公費予算の適正な運用

会計事務システムの統一
・会計事務システムの検討・カ
スタマイズ（予算書も含まれた
システム）
・運用マニュアルの作成（様式
含む）

塩筑の小中学校における学校徴
収金実態調査
・集金金額、集金回数、担当、
金融機関、支出内容等の調査
塩尻市「特別行事交付金」「生
きる力を育む交付金」の実態調
査
・担当、支出内容等の調査

情報連携及び電子化されると良い
ものの検討
・「新入学児童調査票」→C4thへ
の新入生データ入力を検査等に合
わせて実施(市教委)。帳票打ち出
しは今後の課題
・「就学援助・就学奨励申請」→
市のDX推進課と連携し、R5年度
より電子申請に移行。
・情報管理業務の推進
情報教育の充実と推進のため、

市の情報教育、情報管理担当者と
連携し、情報管理業務の事務部へ
の移行。
校務分掌表の改善・GIGAスクー

ル運営支援センター（R5設置予
定)との連携による情報管理

公費予算化による費用負担軽減
校長の業務軽減

公費予算化による保護者負担
の軽減
事務処理の統一化による正確
性の向上

事務処理の統一、効率化によ
る業務軽減・正確性の向上 実態分析による適正な予算化

業務の集約化による負担軽減

データ活用による保護者負担及
び業務軽減
情報教育充実のための支援

校長会で提案
① 「学校徴収金事務処理要領（案）」の説明と意見集約。
② 各学校でのシステム含め統一様式への移行に向けた依頼。
校務分掌の学校徴収金（学年会計）係に教頭、各学年の会計係、
事務職員を入れる。

校長会で提案
① 校務分掌表に情報管理を設置し、教頭、教務主任と共に事務職
員を充てる。

② GIGA端末・アカウントの管理をGIGAスクール運営支援セ
ンターと連携して行う。
C4thの情報管理を行う（権限設定を＜事務＞から＜システ
ム担当＞に移行する）
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月 学校経営（事務局） 教育事務改善（研究部会） 運営委員会活動（運営委員会） 実務（実務部会）

４ 4/7,15,22 各教育長・校長会長挨拶
4/21 支援室打合せ（西小校長・塩尻市教委）
4/27 第1回協議会

4/21 監査対象校の書類確認
（正副室長+α）

５ 5/17 校長会（運営計画説明）
5/27 教育事務所挨拶

5/12 研究部会
5/24 校務支援システム研究部会②

5/12 第1回運営委員会

６ 6/21 共同学校事務室連絡会①
（県内の共同学校事務室長との情報交換会）

6/2 学校徴収金ⅱ研究部会②
6/8 学校徴収金ⅲ研究部会②
6/10 財務研究部会②
6/16 学校徴収金ⅰ研究部会②
6/16 学校徴収金ⅱ研究部会③
6/29 学校徴収金ⅲ研究部会③

6/2 認定・手当確認

７ 7/8 義務教育課訪問
（連絡会報告）

7/26 研修会
（塩尻市教育会事務部会共催）

7/5 校務支援システム研究部会③
7/8 財務研究部会③
7/14 学校徴収金ⅱ研究部会④
7/21 学校徴収金ⅲ研究部会④
7/21 学校徴収金ⅰ研究部会④

7/1 塩尻市学年費に関する協議
（塩尻市教委・学校徴収金ⅰ,ⅱ研究部
長・正副室長）

7/1 現況確認

８ 8/25 学校徴収金ⅱ研究部会⑤
8/26 財務研究部会④

8/4 中学校グループ実地校研修
8/8 小学校2グループ実地校研修
8/22 小学校1グループ実地校研修

９ 9/1 研究部会（塩筑北部事務部参加）
9/13 学校徴収金ⅱ研究部会⑦

9/1 第2回運営委員会
（塩筑北部事務部会視察研修）

10 10/11 塩尻市教育との打ち合わせ
（校務支援システム関係等）

10/４ 研究部会
10/25 学校徴収金ⅱ研究部会⑨

10/4 予算編成・共済組合法改正
10/11 中学校グループ実地校研修②

11 11/1 研究部会
11/8 財務研究部会⑧
11/16 校務支援システム研究部会⑦

(塩尻市教育・市情報主事参加)

11/1 第3回運営委員会

12 12/12 共同学校事務室連絡会②
12/14 校長会（学校徴収金・情報管理説明）
12/20～23 年末調整事務サポート

12/8 財務研究部会⑨
12/15 学校徴収金ⅱ研究部会⑪

12/1 年末調整

１ 12月1月情報管理に係る公務分掌検討(市教育） 1/13 研究部会 1/13 第4回運営委員会

２ 2/3 研究部会
2/28 研究部会 2/28 第5回運営委員会

2/3 人事異動事務

令和4年度「塩筑南部教育事務支援室」活動日程

塩筑南部教育事務支援室⑩ 令和4年度活動内容３
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塩筑南部教育事務支援室⑪ 活動により期待される成果

平成２９年度～
学校業務の見直し
☆郊外活動実施届の簡素化 ☆県民交通災害共済業務の簡素化 ☆就学援助費申請書審査業務の明確化 ☆学校給食特別食報告の明
確化 ☆学校給食費徴収手続の簡素化 ☆市費負担教職員服務事務の明確化 ☆児童クラブ利用許可申請書確認業務の改善 ☆特別
支援教育就学奨励費申請書審査業務の明確化 ☆宣誓書の記載の簡素化 ☆公務使用自家用車届の改善 ☆予算執行の決済区分の変
更 ☆職務専念義務免除承認の校長専決 ☆感染症対策学級閉鎖の校長決定 ☆教科書システム業務の移管 ☆新小学１年生の在園
調査業務の移管 ☆事務長の新設・事務主任の職務強化 ☆出退勤システムの運用 ☆押印廃止書類の整備 等

令和４年度

一校当たり年間180時間の軽減

職員（校長）が揮毫する場合の業務軽減 １枚３分×卒業生分
揮毫を委託する場合の委託に係る時間の軽減 約３時間
経費の軽減
証書230円＋揮毫150円＝380円 業者委託の場合236円 一枚144円の軽減
上記の試算は一校で実施した場合だが、卒業証書ホルダーと合わせて共同調達すること
で、証書のサイズやホルダーの品質を統一、より経費の削減が図れる

卒業証書の共同調達

卒業生100名なら５時間の軽減＋14,400円
の経費削減＋校長のストレス軽減

学年費のシステム統一等による業務の軽減 入力作業10分×36回＝６時間の軽減
通知・資料作成等 年間10時間の軽減

公費化による保護者の負担軽減 一人当たり2,000円（令和5年度予算）
公費化による事務作業の軽減＜集金回数や支払回数の減＞ ２時間の軽減

学校徴収金の改善

Ｃ４ｔｈ児童情報入力作業の軽減 １名３分×新入生分
GIGA端末・アカウント管理の軽減 発生時１件１～２時間
就学援助等の電子申請
保護者の申請回数の軽減 小６回、中３回から1回
就学援助等の事務作業の軽減 年間18時間の軽減

データ活用・ＤＸ化

情報教育担当教員の業務軽減
一校当たり年間22時間の軽減

トータルで一校当たり
教員の業務時間 年間50時間の軽減
事務職員の業務時間 年間20時間の軽減
保護者の負担

子ども1人当たり年間2,000円の軽減

関連する業務を合わせると
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塩筑南部
教育事務支援室

塩筑南部教育事務支援⑫ 支援室の役割1

教育環境の改善・充実

☆情報管理業務の事務部への移行
☆学年会計業務の事務部への移行
☆児童・生徒情報（成績等を除く）の一元管理
☆申請書類等の簡素化、データ化

教職員の負担軽減

事務職員の資質・能力の向上

☆ GIGA端末や周辺機器の整備
☆コロナ対策等、他の教職員との連携による整備

教育環境の整備

☆就学援助・就学奨励等の電子申請による事務
の簡素化

☆「新入学調査票」「保健調査票」等の電子入
力による効率化

☆学校徴収金のスリム化・公費予算化による経
済的な負担の軽減

☆ H＆S等の活用による通知の情報化

保護者の負担軽減

☆課題発見力・解決力
☆リーダーシップ
☆コミュケーション力
☆交渉力・柔軟性
☆プレゼンテーション

教育事務改善（研究活動）

運営委員会

☆教育委員会・校長会との連携窓口
☆各研究グループのサポート
☆実践導入のためのサポート
☆個別課題のサポート
☆研修企画・情報共有

事務局

☆ OJTによる実務能力の向上
☆正確性の向上
☆課題の共有、サポート
☆チーム力の向上

実 務

☆教育委員会・学校における定型業務等の
効率化

☆財務事務の効率化
☆予算の適正化・スリム化

業務の効率化

教育関係機関との
連携・共同により
実現化を図る
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教育事務支援室により、市教委と学校の共通の課題（学校DXの推進など）に対し、より学校現場の実態
にあった有効的な業務改善を行える。また、全校兼務により情報管理を効率的に行うことが可能。

令和５年度～ ICT教育、教育DXの推進に向けて

市教委

【実務】

転出入時の各種アカウントの管理発行

※GIGAスクール運営支援センターと連携

【研究】

統合型校務支援システムの効率的な運用

の研究、教育DXの推進に向けた研究

R5～ICT教育の情報を効率的に管理

・RPAによる伝票一括処理（会計処理を市教委に移管）

・就学援助申請の電子化（学校への申請廃止）

・保護者連絡や出欠席の電子化（電話対応や配布物の削減）

・学校補助金の見直しによる補助金事務の縮小

学校事務の負担増にならないために

令和５年度塩尻市ICT活用推進（案）

塩筑南部教育事務支援室⑬ 支援室の役割2

教育委員会

ICT活用推進 情報配信 情報管理

GIGAスクール運営支援センター

ICT支援員

学校現場

学校外

支援

連携

連携連携

教育事務支援室

支援室
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塩筑南部教育事務支援室⑭ 資料
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